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「大葉春菊」が「うまかろーま®」として出荷開始！ 
～ブランド力を強化して「うまか」をもっと知って欲しい～ 

 

JA 北九東部野菜部会大葉春菊出荷組合が生産する「大葉春菊」が、

令和６年１１月１日から新たなネーミング「うまかろーま®」として販売を開

始しました。 

普及指導センターでは、令和４年度から重点プロジェクトとして大葉春

菊のブランド力強化取り組みました。検討会への専門家派遣や他産地で

のブランド化の事例紹介、病害虫対策の情報提供、栽培資料の作成等

を行いました。 

大葉春菊は、古くから小倉南区で「ローマ」として親しまれている伝統

野菜で、その名称は春菊の原産地がイタリアであることに由来すると言

われています。ブランド強化に向けた話し合いをする中で、若い世代や子

どもたちにもおいしく食べてほしいという願いから、方言の「うまか」と組み

合わせて「うまかろーま®」という名称に決め、親しみやすいパッケージや

レシピ集ができました。 

今後も、普及指導センターは関係機関と連携し、「うまかろーま®」の認

知度向上・生産拡大に向けた支援に取り組んでいきます。 

 

「うまかろーま®」生産ほ場の様子 
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